
○
除
夜
会
・修
正
会
の
ご
案
内 

 

除
夜
会 

午
後
十
一
時
半
よ
り
（本
堂
で
整
理
券
を
お
配
り
し
ま
す
） 

 

修
正
会 

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
、午
前
一
時
よ
り
勤
め
ま
す
。 

○
冬
期
間
の
お
詣
り 

 

近
年
、予
想
が
つ
か
な
い
降
雪
か
ら
、道
路
状
況
が
極
端
に
悪
く
な
る
十
二

月
か
ら
排
雪
前
の
二
月
上
旬
頃
ま
で
は
、お
檀
家
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
。
そ
の
節
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。 

○
維
持
費
等
の
改
訂 

 

世
の
中
が
動
く
中
で
い
ろ
い
ろ
皆
様
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

慈
光
寺
で
は
来
年
か
ら
寺
院
維
持
年
会
費
を
値
上
げ
す
る
に
あ
た
り
、ご
案

内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
年
に
行
わ
れ
て
い
る
法
要
の
志
納
も
ご
案
内

を
い
た
し
ま
す
。
法
要
に
参
加
不
参
加
で
も
、ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
な
ご
案
内
は
、個
別
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
不
明
な
点
は
、

お
寺
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
な
お
、【瑞
雲
閣
】納
骨
堂
ご
利
用
の
方
は
、維
持
費
、納
骨
堂
管
理
費
、志
納

な
ど
を
含
め
た
納
入
方
法
は
異
な
り
ま
す
の
で
、お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

○
年
末
年
始
の
お
詣
り 

 

年
内
は
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
外
詣
り
を
し
ま
す
。
年
始
は
一
月
五
日
か

ら
始
め
ま
す
。 
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○
平
成
二
十
八
年 

行
事
予
定 

 
法
要
関
係 

 

一
月 

 

一
日
（金
） 

 
 

 
 
 
 

 

修
正
会 

 

 

三
月 

 
十
九
日
（
土
） 

二
十
日
（
日
） 

春
季
彼
岸
永
代
経
法
要 

 

五
月 

 

七
日
（土
） 

 
 

 
 
 
 

 

子
ど
も
花
ま
つ
り 

 

六
月 

 

未
定 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

講
演
会
（
内
容
未
定
） 

 

八
月 

 

十
三
日
（
土
）～
十
五
日
（
月
） 

盆
会 

 
 
 
 

 

十
五
日
（
月
） 

 
 
 
 
 

 

納
骨
堂
法
要 

 

九
月 

 

二
一
日
（
水
） 

二
二
日
（
木
） 

秋
季
彼
岸
永
代
経
法
要 

 

十
月 

 

二
日
（日
） 

三
日
（月
） 

 
 

報
恩
講 

 

十
一
月 

未
定 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

追
弔
会 

法
話
会 

 

十
二
月 

三
一
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

 

除
夜
会 

 

定
例
予
定
日
（平
成
二
十
八
年
よ
り
一
日
に
変
更
） 

 

四
月 

一
日
（金
） 

午
後
二
時
（道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
講
義
の
た
め
） 

 

 

六
月 

一
日
（水
） 

午
後
一
時
半 

 

七
月 

一
日
（金
） 

午
後
一
時
半 

 

九
月 

一
日
（木
） 

午
後
一
時
半 

 

十
一
月
一
日
（火
） 

午
後
一
時
半 

 

十
二
月
一
日
（木
） 

午
後
一
時
半 

 

※
定
例
の
日
程
が
変
わ
り
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
原
則
一
日
と

な
り
ま
す
。 

 

冬
期
間
、
一
月
・二
月
・三
月
は
境
内
地
除
雪
・法
務
で
お
寺
に
戻
れ
な
い
時

も
あ
る
の
で
、
中
止
し
ま
す
。
他
、
上
記
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
五
月

（花
ま
つ
り
の
た
め
）、
八
月
（盆
詣
り
中
）、
十
月
（報
恩
講
の
た
め
）の
定
例

は
お
休
み
で
す
。
葬
儀
が
入
っ
た
場
合
、急
に
お
休
み
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
都
度
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
他
、
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
の
企
画
を
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

六
月
の
講
演
会
の
内
容
は
未
定
で
す
が
、お
檀
家
様
を
中
心
に
、
お
寺
と
は

異
な
る
内
容
の
講
演
を
検
討
し
て
お
り
、
お
話
を
頂
戴
す
る
予
定
で
す
。
決

ま
り
次
第
、
随
時
、お
知
ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、是
非
と
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。 

  

年
間
に
行
わ
れ
て
い
る
法
要
は
、お
檀
家
様
か
ら
頂
戴
し
て
い
る
志
納
を

寺
院
会
計
よ
り
振
り
分
け
て
、
法
要
の
規
模
に
合
わ
せ
て
配
当
し
て
お
り
ま

す
。
今
ま
で
前
期
・後
期
で
志
納
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
檀
家
様
か

ら
項
目
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、ご

希
望
の
方
は
郵
便
自
動
引
落
の
書
類
を
お
寺
か
ら
発
送
し
ま
す
。
新
檀
家
様

に
は
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
手
続
き
い
た
だ
き
ま
し
た

ら
、内
訳
を
明
記
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
お
寺
で
各
法
要
に
振
り
分

け
て
勤
修
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

② 

札幌市中央区南８条西９丁目 

          011- 561- 0909 



○
慈
光
寺
開
基
百
年
慶
讃 

【瑞
雲
閣
】落
慶
法
要 

勤
修 

  

 
 去

る
十
月
三
日

（土
）午
前
十
一
時

よ
り
、慈
光
寺
本

堂
に
お
い
て
、開

基
百
年
慶
讃
、お

よ
び
【瑞
雲
閣
】落

慶
法
要
が
勤
ま
り

ま
し
た
。
天
気
が

良
く
、気
持
ち
の

良
い
秋
晴
れ
の
日

で
し
た
。
前
日
の

二
日
に
、宗
祖
親

鸞
聖
人
の
報
恩
講

を
一
日
だ
け
勤
修

し
ま
し
た
。
多
く

の
お
檀
家
様
に
お

詣
り
い
た
だ
き
、

厳
粛
な
中
に
も
和

や
か
な
雰
囲
気
で

し
た
。 

   

   

お
つ
き
あ
い
の
お

寺
様
も
大
変
法
務

の
忙
し
い
土
曜
日

に
関
わ
ら
ず
、は
せ

参
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

法
要
の
様
子
は
、た

だ
い
ま
、「
慈
光
寺

開
基
百
年
記
念
慶

讃
記
念
写
真
集
」
を

作
成
し
て
お
り
ま

す
の
で
、完
成
ま
で

少
々
お
待
ち
く
だ

さ
い
。 

 
 
 
 
 

 

③ 

札幌中央区南１４条西７丁目   011- 512- 1111 
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④ 第７１号 平成２７年１２月１０日発行  
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またデザインを変更してすいません。記事内容が増えきて、一面では収まらなくなりました。さて、【瑞雲

閣】完成後、たくさんのお檀家様に虚空の間（ホール）をご利用いただいています。ホール利用が増えま

すと、寺院維持のためにもなりますので、皆様にはご協力をよろしくお願いします。合掌 
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